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公益社団法人 日本金属学会 年度決算

正 味 財 産 増 減 計 算 書

2023年 3 月 1 日から2024年 2 月29日まで (単位円)

科 目 当 年 度 前 年 度 増 減 備 考

 一般正味財産増減の部

1. 経常増減の部

経常収益

特定資産運用益 19,939,701 25,092,309 －5,152,608
特定資産受取利息 19,939,701 25,092,309 －5,152,608
退職給付引当資産 690,336 690,807 －471

減価償却引当資産 0 86 －86

刊行事業資金 6,390,000 6,390,035 －35

刊行事業拡充賛助寄付資金 0 733 －733

ま て り あ
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公益社団法人日本金属学会 年度事業報告

(自 2023年 3 月 1 日 至 2024年 2 月29日)

2023年度の事業の概要は，次の通りである．（詳細は本会ホームページ/情報公開を参照のこと．）

◯2023年度は公益社団法人に移行した11年目の事業年度であり，定款に定める公益目的事業を推進した．新型コロナウイル

ス感染症が 5 類感染症に移行したことから，春・秋期講演大会の現地開催，理事会を始めとした会議や研究集会等のハイ

ブリッド開催を含む現地開催を再開した．

◯刊行事業では，会報は月平均76ページで，冊子体は4,900部を刊行するとともに，電子ジャーナルを刊行した．5 件の特集

記事を含め，魅力ある会報に向けた多様な記事の掲載を継続した．また，新企画としてインタビュー記事「What's 技術士」

の掲載を開始した．会誌は月平均25ページで，オンラインジャーナルを刊行した．冊子体は290部(第87巻 5・6 号から270

部)を発行した．掲載論文数の減少により，冊子は 2 号ずつ合併して偶数月に発行した．欧文誌 Materials Transactions は

平均205ページで，オンラインジャーナルを刊行した．冊子体は160部(Vol. 64 No. 4 から140部)を発行した．インパクト

ファクター向上のため，「Current Trends in Research」カテゴリー論文の掲載を継続するとともに，被引用数の多い論文

の著者への Top Cited Paper Certificate の発行を継続した．共同刊行学協会で一本化した編集システムを使用して投稿か

ら査読・審査を実施した．理数探求用教材は，企業等に動画を依頼することとした．すべての既刊図書類の電子化を行い，

一部を除いて会員に無料提供した．

◯講演会・講習会事業では，2 回の講演大会を開催した．春期講演大会は東京大学で開催し，講演件数629件，参加者1,117名

であった．秋期講演大会は富山大学で開催し，講演件数は1,002件，参加者数は1,560名であった．公募シンポジウムは春期

4 テーマ，秋期 9 テーマ，企画シンポジウムは春期 1 テーマ，秋期 4 テーマと活発に開催した．ポスターセッションは春期

151件，秋期278件であった．高校生・高専学生ポスターセッションは春期41件，秋期10件で，いずれも現地とオンライン

で開催した．また，現地で機器展示および企業の技術セミナーを開催した．さらに，学生を対象とした学生キャリアサポー

トセミナーを春に，企業技術セミナー，機器展示は，春，秋ともに現地で開催した．金属学会シンポジウムは 1 件をオン

ラインで開催し，オンライン教育講座 5 件をオンラインで実施し，3 件をオンデマンド配信した．支部では昨年度より多い

39件の講演会・講習会を開催した．

◯調査・研究事業では，9 分科で活動を実施した．10テーマの研究会と 1 テーマの若手研究グループが活動を行った．また，

4 テーマの産学協創研究会が活動を行った．第 4 回日本金属学会フロンティア研究助成10件を採択し，助成金を交付した．

支部では22件の研究会を開催した．男女共同参画委員会では，秋期講演大会期間中に女性会員の集いを現地開催した．

KIM との交流として KIM 年次大会へ表敬訪問するとともに，KIMJIM Symposium を第 2 回国際セッションと合同開催

として，日本，韓国，インド，インドネシア，中国，豪州，台湾，タイから総勢22名が参加して，秋期講演大会で開催し

た．JIM/TMS Young Leader の相互派遣については，本会から前々年，前年と合わせて 3 名の派遣者を派遣し，TMS か

らの派遣者 3 名を春期講演大会に受け入れた．ASM International との連携事業を継続した．

◯表彰・奨励事業では春表彰10件，秋表彰 9 件を授賞した．名誉員 4 名を推戴し，フェロー 1 名を認定した．各賞の贈呈式

は秋表彰のみで行った．特別功労賞，増本量賞，谷川・ハリス賞，研究技能功労賞，論文賞の対象等の改訂を行った．支部

でも主に若手を対象とした19件の授賞を実施した．

◯庶務では，定時社員総会を開催し，理事会はほぼ 2 ヶ月ごとに開催して業務執行理事による業務執行報告を行なった．法

令で定められた申請書類や定期提出書類を提出した．広報活動を推進し，講演大会参加者へのネックストラップの配付，会

員へのカレンダーの送付等を行って新ロゴマークを周知した．会員へのインタビューを行ってホームページに掲載した．

◯会計では，公益法人の財務 3 基準である，収支相償，公益目的事業比率，遊休財産額保有上限額をいずれも達成した．な

お，本年度は会費収益の80を公益目的事業に配賦した．
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科 目 当 年 度 前 年 度 増 減 備 考

講演会・講習会事業資金 5,990,000 5,990,054 －54

国際会議開催準備資金 0 0 0

調査・研究事業資金 4,057,730 5,290,464 －1,232,734 国債資金満期解約

調査・研究事業拡充資金 0 0 0

国際学術交流資金 41,080 1,734,000 －1,692,920 国債資金満期解約

表彰・奨励事業資金 1,050,000 1,050,000 0

学会賞資金 210,604 235,500 －24,896

研究技能功労賞資金 2,819 119,000 －116,181

奨励賞・奨学賞等資金 20,026 841,590 －821,564

谷川・ハリス賞資金 6,041 255,000 －248,959

増本量賞資金 14,096 595,000 －580,904 国債資金満期解約

村上賞資金 1,466,969 1,900,040 －433,071

受取入会金 102,000 84,000 18,000
受取入会金 102,000 84,000 18,000

受取会費 63,853,456 64,467,191 －613,735
正員受取会費 31,088,016 31,232,087 －144,071

学生員受取会費 3,465,540 3,483,871 －18,331

維持員受取会費 28,150,000 28,625,000 －475,000

外国会員受取会費 1,149,900 1,126,233 23,667

事業収益 88,875,932 83,302,528 5,573,404
刊行事業収益 52,051,688 47,970,706 4,080,982
会報購読費収益 1,807,010 1,731,132 75,878

会誌購読費収益 4,056,614 3,992,310 64,304

欧文誌購読費収益 7,852,500 8,961,208 －1,108,708 購読者数減

会報別刷等収益 3,471,930 3,023,840 448,090

会誌別刷・審査収益 482,000 464,970 17,030

欧文誌別刷・審査収益 26,574,370 22,124,658 4,449,712 投稿者数増

刊行事業広告収益 4,058,560 4,319,480 －260,920

単行本収益 2,827,344 2,870,453 －43,109

著作権料収益 921,360 482,655 438,705

講演会・講習会事業収益 34,391,603 34,224,821 166,782
講演大会参加費収益 23,059,000 22,855,000 204,000

講演概要集収益 366,000 396,000 －30,000

講演大会懇親会参加費収益 747,000 478,209 268,791

金属学会シンポジウム参加費収益 371,000 776,000 －405,000 シンポジウム開催減

金属学会シンポジウム予稿集収益 1,480 5,960 －4,480

セミナー参加費収益 4,792,000 6,150,000 －1,358,000 セミナー開催減

講演会・講習会事業広告収益 3,479,746 2,110,733 1,369,013 講演大会広告増

講演会・講習会事業委託収益 368,619 150,000 218,619

支部講演会・講習会事業収益 1,206,758 1,302,919 －96,161

調査・研究事業収益 2,254,441 735,201 1,519,240
調査・研究事業収益 2,254,441 735,201 1,519,240 研究集会参加費収益増

表彰・奨励事業収益 178,200 371,800 －193,600
審査・投稿料収益 178,200 371,800 －193,600

受取補助金等 6,877,477 1,224,000 5,653,477
受取助成金 6,877,477 0 6,877,477 秋期講演大会助成金ほか

受取地方公共団体助成金 0 1,224,000 －1,224,000

雑収益 98,892 37,382 61,510
受取利息 2,816 1,979 837

雑収益 96,076 35,285 60,791

支部受取利息・雑収益 0 118 －118

経常収益計 179,747,458 174,207,410 5,540,048
経常費用

事業費 173,545,488 156,751,951 16,793,537
刊行事業費 80,311,488 77,475,098 2,836,390
給料手当 25,973,999 25,111,066 862,933 職員数増

退職給付費用 1,712,952 1,785,070 －72,118

福利厚生費 4,252,717 4,261,666 －8,949

会報刊行費 33,952,306 34,089,990 －137,684

会誌刊行費 1,816,639 1,705,774 110,865

欧文誌刊行費 11,662,734 9,830,795 1,831,939 掲載数増

学術図書類刊行費 940,141 690,737 249,404

講演会・講習会事業費 55,676,496 45,687,117 9,989,379
給料手当 15,584,399 15,066,640 517,759 職員数増

退職給付費用 1,027,771 1,071,042 －43,271

福利厚生費 2,551,630 2,556,999 －5,369

講演大会開催費 28,017,193 21,270,410 6,746,783 秋期大会現地開催費増

講演大会懇親会費 851,478 847,954 3,524

本多記念講演開催費 83,352 64,640 18,712

金属学会シンポジウム開催費 174,732 452,328 －277,596

セミナー開催費 1,392,671 987,873 404,798

 　　　　　　本 会 記 事
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科 目 当 年 度 前 年 度 増 減 備 考

国際会議開催費 3,507,500 172,940 3,334,560 ICSMA20助成金

支部講演会・講習会開催費 2,485,770 3,196,291 －710,521

調査・研究事業費 29,281,324 25,161,445 4,119,879
給料手当 2,597,400 2,511,107 86,293

退職給付費用 171,295 178,507 －7,212

福利厚生費 425,272 426,166 －894

関連団体連携事業費 103,000 103,000 0

日本工学会費 129,686 100,540 29,146

材料戦略委員会費 2,500 2,500 0

科研費委員会費 2,500 2,500 0

人材育成委員会費 10,000 10,000 0

男女共同参画委員会費 58,577 113,832 －55,255

調査・研究委員会費 2,839,913 2,472,663 367,250

研究会費 3,811,223 1,690,703 2,120,520 研究会集会増

研究助成費 15,000,500 15,000,500 0

企画委員会費 5,000 5,000 0

セルフガバナンス委員会費 2,500 2,500 0

国際学術交流委員会費 4,121,958 1,616,396 2,505,562 TMS への渡航費(前年度派遣者の繰越含む)

支部調査・研究事業費 0 925,531 －925,531

表彰・奨励事業費 7,717,051 7,906,744 －189,693
給料手当 2,597,400 2,511,107 86,293

退職給付費用 171,295 178,507 －7,212

福利厚生費 425,272 426,166 －894

名誉員費 3,500 338,670 －335,170

各種賞検討委員会費 1,159,503 988,965 170,538

学会賞費 715,800 542,550 173,250

学術貢献賞費 3,500 3,500 0

学術功労賞費 3,500 3,500 0

技術賞費 100,850 124,500 －23,650

技術開発賞費 53,800 31,507 22,293

金属組織写真賞費 82,876 112,537 －29,661

研究技能功労賞費 330,650 436,000 －105,350

功績賞費 263,100 154,750 108,350

功労賞費 3,500 3,500 0

奨励賞・奨学賞等費 372,360 524,502 －152,142

谷川・ハリス賞費 68,400 64,000 4,400

増本量賞費 207,500 207,500 0

まてりあ賞 3,500 3,500 0

村上賞費 912,500 1,013,700 －101,200

論文賞費 216,800 76,319 140,481

フェロー費 19,100 2,500 16,600

支部表彰・奨励事業費 2,345 158,964 －156,619

貸倒引当損 559,129 521,547 37,582
管理費 17,656,140 16,040,992 1,615,148

給料手当 5,194,798 5,022,212 172,586

退職給付費用 342,590 357,014 －14,424

福利厚生費 850,542 852,333 －1,791

会議費 125,459 537,634 －412,175

旅費交通費 2,234,036 873,380 1,360,656 理事会等現地出席費増

通信運搬費 992,789 804,749 188,040

減価償却費 272,660 218,589 54,071

消耗什器備品費 476,365 270,722 205,643

消耗品費 19,930 16,544 3,386

修繕費 2,826 0 2,826

印刷製本費 697,525 468,550 228,975

光熱水料費 61,854 40,684 21,170

賃借料 528,000 528,000 0

保険料 7,942 12,130 －4,188

諸謝金 20,046 20,046 0

租税公課 3,091,500 2,732,000 359,500

送金手数料 231,579 166,597 64,982

賞状・賞牌・副賞費 0 445,482 －445,482

支払負担金 45,000 36,200 8,800

システム管理費 707,774 568,642 139,132

委託費 1,606,755 1,592,124 14,631

貸倒引当損 71,150 72,047 －897

雑費 75,020 405,313 －330,293

経常費用計 191,201,628 172,792,943 18,408,685
評価損益等調整前経常増減額 －11,454,170 1,414,467 －12,868,637
特定資産評価損益等 －3,465,964 0 －3,465,964
当期経常増減額 －14,920,134 1,414,467 －16,334,601

ま て り あ
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科 目 当 年 度 前 年 度 増 減 備 考

2. 経常外増減の部

経常外収益

経常外収益計 0 0 0
経常外費用

固定資産除却損 0 0 0

経常外費用計 0 0 0
当期経常外増減額 0 0 0

当期一般正味財産増減額 －14,920,134 1,414,467 －16,334,601
一般正味財産期首残高 1,096,200,185 1,094,785,718 1,414,467
一般正味財産期末残高 1,081,280,051 1,096,200,185 －14,920,134

．指定正味財産増減の部

特定資産受取利息 1,494,832 1,900,040 －405,208

未経過償還差額金の償却額 173,635 30,380 143,255

刊行事業拡充賛助寄付金 50,000 50,000 0

一般正味財産への振替額 1,494,832 1,900,040 －405,208

特定資産評価損益等 －6,834,621 0 －6,834,621

当期指定正味財産増減額 －6,610,986 80,380 －6,691,366
指定正味財産期首残高 447,134,686 447,054,306 80,380
指定正味財産期末残高 440,523,700 447,134,686 －6,610,986

．正味財産期末残高 1,521,803,751 1,543,334,871 －21,531,120

(注) 1. 小科目の対前年度比較30超かつ50万円超の増減の理由および補足説明を備考欄に記載した．

2. 人件費の配賦率は，刊行事業50，講演会・講習会事業30，調査・研究事業 5，表彰・奨励事業 5，法人会計10としている．

◇ ◇ ◇

 　　　　　　本 会 記 事
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年度決算 貸借対照表

2024年 2 月29日現在 (単位円)

科 目 当 年 度 前 年 度 増 減

．資産の部
1. 流動資産

現金預金 75,778,652 77,655,985 －1,877,333
未収会費 2,913,164 3,093,331 －180,167
未収金 2,333,809 2,909,842 －576,033
貸倒引当金 －157,402 －180,087 22,685
前払金 440,000 1,369,737 －929,737
棚卸資産 4,869,243 4,827,586 41,657

流動資産合計 86,177,466 89,676,394 －3,498,928

2. 固定資産
特定資産

退職給付引当資産 85,822,366 82,492,734 3,329,632
減価償却引当資産 11,831,594 9,918,133 1,913,461
刊行事業資金 305,000,000 305,000,000 0
刊行事業拡充賛助寄付資金 128,700,000 128,650,000 50,000
講演会・講習会事業資金 306,500,000 306,500,000 0
国際会議開催準備資金 3,000,000 6,500,000 －3,500,000
調査・研究事業資金 262,187,760 269,959,118 －7,771,358
調査・研究事業拡充資金 85,000,000 85,000,000 0
国際学術交流資金 98,947,140 102,000,000 －3,052,860
表彰・奨励事業資金 50,000,000 50,000,000 0
学会賞資金 11,465,105 11,510,000 －44,895
研究技術功労賞資金 6,790,490 7,000,000 －209,510
奨励賞・奨学賞等資金 52,518,465 54,000,000 －1,481,535
谷川・ハリス賞資金 14,551,050 15,000,000 －448,950
増本量賞資金 33,952,450 35,000,000 －1,047,550
村上賞資金 103,599,000 103,974,686 －375,686

特定資産合計 1,559,865,420 1,572,504,671 －12,639,251

その他固定資産
什器備品 2,363,849 2,249,306 114,543

減価償却累計額 －1,503,727 －1,112,278 －391,449
リース 什器備品 4,665,624 4,665,624 0

減価償却累計額 －3,996,840 －3,237,936 －758,904

小計 什器備品 7,029,473 6,914,930 114,543
減価償却累計額 －5,500,567 －4,350,214 －1,150,353

ソフトウエア 16,477,560 14,823,160 1,654,400
減価償却累計額 －10,273,634 －8,751,622 －1,522,012

リース ソフトウエア 0 0 0
減価償却累計額 0 0 0

小計 ソフトウエア 16,477,560 14,823,160 1,654,400
減価償却累計額 －10,273,634 －8,751,622 －1,522,012

商標権 162,700 162,700 0
減価償却累計額 －108,466 －54,233 －54,233

小計 商標権 162,700 162,700 0
減価償却累計額 －108,466 －54,233 －54,233

電話加入権 50,300 50,300 0
敷 金 2,400,000 2,400,000 0
保証金 0 0 0

その他固定資産合計 10,237,366 11,195,021 －957,655

固定資産合計 1,570,102,786 1,583,699,692 －13,596,906

資産合計 1,656,280,252 1,673,376,086 －17,095,834

．負債の部
1. 流動負債

未払金 2,699,853 2,094,197 605,656
前受金 39,869,769 39,728,167 141,602
預り金 5,415,729 4,298,429 1,117,300
リース債務 219,984 758,904 －538,920
その他流動負債 0 0 0

流動負債合計 48,205,335 46,879,697 1,325,638

2. 固定負債
リース債務 448,800 668,784 －219,984
退職給付引当金 85,822,366 82,492,734 3,329,632

固定負債合計 86,271,166 83,161,518 3,109,648

負債合計 134,476,501 130,041,215 4,435,286

．正味財産の部
1. 指定正味財産 440,523,700 447,134,686 －6,610,986

寄付金 440,523,700 447,134,686 －6,610,986
(うち特定資産への充当額) 440,523,700 447,134,686 －6,610,986

2. 一般正味財産 1,081,280,051 1,096,200,185 －14,920,134
一般正味財産 1,081,280,051 1,096,200,185 －14,920,134

(うち特定資産への充当額) 1,033,519,354 1,042,877,251 －9,357,897

正味財産合計 1,521,803,751 1,543,334,871 －21,531,120

負債及び正味財産合計 1,656,280,252 1,673,376,086 －17,095,834
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